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論文内容要旨
 仙台平野北部一一帯は北上山地と奥羽山脈にはさまれた地域で,北上山地の先第.三系や奥羽山脈の
 中新統を基盤とする鮮断続や下部第四系からなる丘陵と河川沿いの段丘や沖積平野からなる低地で
 ある。
 本論文では,この地域に発達する鮮新統から第四系の層位や層相および地質構造を研究し,さら
 に地形や古地形とくに平衡'F蟻面(gra齢d一心封)の考察を加えて新ケ代後期の地史を構造
 発達史と基準面変化史の観点に立ってまとめることをこころみた。
 その結果,次のことが明らかになった。
 U)本地域の鮮断続は基盤岩を不整合におおい,下位より亀岡層,竜ノ1一ヨ層,瀬峯魍に分けられる。
 亀岡層と瀬峯層は陸成層で,'ト位層を不整合におおい,下位より上位へ斜交,同理の発達しだ礫岩,
 砂岩,うすい砂岩とシルト岩の互層をへて亜炭を含むシルト岩の順に重なり,小侵蝕凹凸If11をも
 って,同様の順序で重なる「輪廻層」をくりかえす堆積輸廻がみられる。また,多くの流紋岩質
 または石英安山岩質の火砕流凝灰岩をはさむ。火砕流凝灰岩の上面にはしはしば侵蝕面がみられ,
 ζ.の上を輪廻層がおおっている。瀕峯層中部より上位は主に礫岩層と火砕流凝灰岩からなり,著し
 い侵蝕面をはさむ。竜ノロ層は亀岡層より漸移する海成層で,主に無層理のシルト岩や砂質シルト
 嵩からなり,多くの貝化石を含んでいる。下都第四系は石英安山岩質の軽石凝秋場をヨ三とする地層
 で,下位より上位へ高清水層,池月凝灰岩,下山里凝灰岩,申量1火1臼灰,荷坂凝灰岩,柳沢凝灰岩
 ll'わけられる。高清水/爵は礫岩と細粒軽石凝灰岩で,瀬峯層を不整合におおう。池月凝灰岩は粗粒
 ば軽石流凝灰岩で,主部は熔結し,下位の高清水層を整合におおうと考えられる。下山里凝灰岩は
 '組純な軽石流凝灰岩からなり,荷坂凝灰岩や柳沢凝灰岩は・やや細粒な軽石凝灰岩で・これらはし'
 すれも,谷状の侵蝕凹凸面を埋める形で堆積しており,下位層とは若しい不整合関係にある。中堅
 火山灰は,降下火山灰層よりなり,下山里凝灰岩以下の地層を不整合におおう。上部第四系は,海
 岸段丘構成層や,これをおおう新期火山灰層および沖積層よりなる。
 〔2)亀岡層や瀬峯層を構成する輸廻層は,下部の礫岩が主に扇状地帯の河床堆積物で・上部の細末
 砂岩や亜炭を含むシルト岩は河岸平野から海岸平野に移り変わる地帯の自然堤防や氾らん原低湿去
 の堆積物で,一つの輪廻層の中で,下部は.!二部より内陸卿の堆積環境を示していると考えられ,さ1
 に輸嚢鴇上部は亀岡層では竜ノロ層の海成層に漸移し,瀬峯層でも汽水成層に漸移する場合があ一
 これらσ)輪廻層が「海進時」に堆積した沿海の河成陸成層と考えられる。
 また,輪廻層の上部を切る侵蝕面は「海退時」の地表の削剥により形成されたと考えられる。
 のJ=うな沿海の陸上の堆積場では,調川の堆積量と侵蝕量は平衡し,平衡平垣面を形成していて
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 河川の運搬速度に変化がおこって堆積速度が変化したり,海水面(基準面)が変動して・侵蝕速度
 に変化が起これば,これらに対応して埋積や侵蝕がおこなわれると考えられる。輪廻層の形成や,
 その間にはさまれる侵蝕面は,このようなことを意味するのであろう。したがって,「海進」相や
 「海退」相の形成は池田(1964)も言うように,そのまま基準面の昇降に対応しないが,河川の運
 搬速度を一定と仮定すると,海進=基準面の上昇,海退二基準面の低下が考えられる。
 火砕流凝灰岩の上面はしばしば侵蝕凹凸面をなし,この上に輪廻層が形成されていることが多い。
 このことは次のように説明できる。すなわち,基準面が緩かに上昇して,輸廻層が形成される途中
 で,一時に大量の火砕岩が厚く堆積したときは,一時的に基準面が地表に対してその厚さに等しい
 高さだけ低下したことになり,この火砕岩の堆積面は海側から内陸側にむかって速かに侵蝕を受け
 るが,まもなくもとの基準面の上昇が追いつき新たな輪廻層が形成される。すなわち,火砕流凝灰
 娼の上面の侵蝕面の存在は必ずしも基準面の低下を意味せず(それはみかけだけで),むしろ,基
 準面の上昇は継続していて,火砕流活動は輸廻層の形成を中断しているに過ぎないと考えられる。
 以上のことから亀岡層から瀬峯層にいたる堆積輪廻は基準面が昇降をくり返しながら,次第に上
 昇していく過程で形成されたもので,竜ノロ層は基準面の急激な上昇による海進を意味すると考え
 られる。
 瀬峯層上部から下部第四系にかけての地層は,主に礫岩と火砕岩類で,下位層との間に著しい侵
 蝕面あるいは不整合面をはさむことから,瀬峯層中部以下の地層の堆積環境に比べて,より内陸化
 したことを示し,それまで上昇していた基準面は低下に転じたと考えられる。
 (3〉丘陵背面は,大部分中新統から下部第四系を基盤とする侵蝕小起伏面である。地域北西部の脊
 梁山地緑辺部では瀬累層上部から下部第四系の地層があって火砕流凝灰岩や礫岩で,下位層との間
 に著しい侵蝕面あるいは不整合面をはさむのに対して,これらの地層をのせていない北上山地縁辺
 部や箆岳や大松沢の丘陵部には,少くとも2段の著しい平坦面が認められ,これらの丘陵背面は,
 鮮新世末から更新世初期にかけて,低下する基準面に平衡して生じたprimarypenepiane
 の性格をもった平坦面と考えられる。荷坂凝灰岩や柳沢凝灰岩はこれらの侵蝕地形を埋積し,堆積
 台地を残している。
 (4)鮮新統や下部第四系はNW-SE方向の極く緩かな褶曲構造をもち,またそれに平行あるいは
 これに直交する方向の断層や撓曲が推定される。地域北部では,N-S方向の褶曲や撓曲構造も著
 しい。前者の構造としては,地域南東部にみられる箆岳背斜,小牛田向斜,松山背斜などで代表き
 れる。箆岳背斜や松山背斜はいずれも北翼に撓曲構造をもつ非対称褶曲で,松山撓曲は松山背斜の
 北翼をなす。三本木断層はこれらと直交して走るNW落ちの断層であり,北東部は撓曲とみられる。
 また,地域北部ではNW-SE方向でSW落ちの撓曲としては尾松撓曲があり,若柳撓曲が推定さ
 れる。後者の構造のうち特に顕著なのは築館背斜,伊豆沼向斜,石越背斜,E落ちの一関～石越撓
 曲である。築館背斜,石越背斜とも幅広い背斜頂部をもち東翼部が急傾斜する。一関～石越撓曲は
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 石越背斜の東翼部に位置する。
 これらの構造は,鮮新統や下部更新統の厚さや岩相などを規制したと考えられる。築館背斜の軸
 部では伊豆沼向斜軸部に比べて瀬峯層の厚さが小さく・また輪廻層の数が増しているようにみえる。
 瀬峯層を不整合におおう高清水層の傾斜は瀬峯層以下の地層の傾斜より緩い。一関～石越撓曲では
 亀岡層以上の地層の厚さが隣接する向斜部での厚さに比べて著しく小さくな二)ている。尾松撓曲や
 若柳撓曲でも同様で,きらに基舌蹉はNE』りSW落ちの断層とこれによって分割された地塊はNE
 方向へ傾動していて,亀岡屑や竜ノロ層の一部はこの断層地塊にアバットしていると思われる。こ
 のような地層の厚さの収斂や基盤岩に対する関係は箆岳背斜などでもみられる所である。したがっ
 てこれらの構造運動が一部は亀岡層の堆積前に始まり,大部分は鮮新出∫を通じて更新世始めまで継
 続していると考えられる。三本木断層は地域南東部の隆起帯と中央部の沈降帯を画する璽要な構
 造であるが,宮床凝灰岩(瀬峯層下部～中部)は乙の断層に沿って生じた旧凹地形に沿って流れた
 可能性がある。また,三本木断層は箆岳背斜や小牛田向斜などを切り,あるいはその軸を沈降させ
 ており,愛宕山層の下底の不整合面によって切られているとみられる。これらの乙とから,三本木
 断層の運動iは遅くとも瀬峯層下部の堆積前に始ま転主期は愛宕山層堆積前とみられる。
 さらに現丘陵の背面の高さは,地質構造に支配きれていると考えられる。すなわち,尾松撓曲や
 若柳撓曲に沿って丘陵背面の高度はSWからNE方向へ不連続に高まる。三本木断層の南東側は地
 形的にも著しい隆起帯をなし,箆盾背斜や松山背斜の背斜山陵をなす箆岳丘陵などの背面は高く,
 また小牛田向斜は向斜谷をなし丘陵背面はこれを埋漬する沖積層の下にあるものの,これに連らな
 る三本木断層の北西側の沈降帯の古川向斜における沖積層下の丘陵背面よりずっと高い。以上のこ
 とから,これらの構造運動は鯨新世末から更新世初めに成立した侵蝕平衡面の形成後にも継続し,
 特に三本木断層をもたらした運動は段丘面の転位や沖積層の厚さ・さらに沖積平野の形態をもあわ
 せ考えると現・在も継続しているとみられる。
 (5)仙台平野北部の現在の地形的な枠組は鮮新世に先だって北上山地と脊梁山地の間に低地帯が形
 ,成されたときにほぼ成立したものとみられる・
 鮮新世には,この低地帯に基準面の上昇に応じて地層の堆積をみ,その後,下降に対応して侵蝕
 平衡面が形成され,一一一部は火砕流凝灰岩によって埋積された。一方鮮新世を通じて断層や褶曲運動
 が継続しているが,鰭新世末にはこれによって隆起地帯と沈降地帯の分'化が始まり,更新世初期か
 ら中期にはこれす、の平衡平坦面に著しい高度弟をもたらしたと考えられる。現丘陵はその後の基準
 面の低下に応じてこの平衡面がさらに侵蝕解体されて成立したものであ1),沈降地域には第四紀後
 半の基準面の動きに対応して段丘や沖積平野が形成され,三本木断層の北西側では現在もなお沈降
 運動を継続しているとみられる。
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 論文審査の結果の要旨
 本州東北部の主要な地質・地形の配躍は中新世末期以降の地質構造発達史を直接反映している。
 先新第三系分布区の北上・阿武隈両1.島地と中新統の主分布区の奥羽脊梁山脈との間にある低地帯に
 は,この時期の堆積物がよく発達しているため,最近の地史を解脱する上で重要な地域である。そ
 のうち,北一ヒ山地南部の西隣からその南方にかけての,仙台平野北部の地域は低地帯の幅が最も広
 く,鮮新統・更新統の発達が良好で,とくに注目されてきた部分であるが,海成・陸成堆積物中に
 は多様な堆積相の火μ一r砕屑物が含まれ,層相が複雑であるため,層位学的に未解決の問題が多く残
 されていた。本研究の第1章では,とくに火山砕屑物の堆積機構と堆積相に関する最近の知識に基
 づいた新しい見解によって,この地域の地層の堆積環境と過程とを解析することによって,詳細な
 層序を編集している。
 箆2章は層位学的根拠に基づく堆積と侵蝕の過程の考察で,とくに正規堆積物と火山砕屑物のそ
 れぞれの堆積・侵蝕に関する基準面の多様な変化によって,堆積輸廻と地形発達とを…畏した過程
 として説明することを試みた。
 窮3章では地層の生成と地形の発達からその機構と要因とについて議論し,とくに地盤運動と海
 水準変化の主要因に対する火山砕屑物供給の効果を評価した。
 第4章は本論文の結論で,地質構造と地形の発達史を総括的に議論している。
 以上のように,本研究は複雑・多様な堆積相の解明に基づいて層位学的基礎資料を提出するとと
 もに,その地史的過程を解明したもので,石田琢二が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研
 究能力と学識を有していることを示している。よって,石田琢.二提出の論文は,理学博士の学位論
 文として,合格と認める。
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